
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の

支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

○
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

○
福
島
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

二

○
福
島
県
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

訓

令

○
福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

三

規

則

福
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促

進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行

細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
六
十
七
号

福
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
第
六
号
⑴
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
⑻
中
「
第

二
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
の
二
本
文
中
「
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
を
「
中
国
残
留
邦
人

等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
⑴
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後

の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」

を
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
⑻
中
「
第
二
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
五
項
」

に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
本
文
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
」
に
改
め
、
同
号
⑵
中
「
で
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
及
び
第
二
項
」
に
改

め
、
同
号
⑵
を
同
号
⑶
と
し
、
同
号
⑴
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑵

第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け

第
五
条
第
十
四
号
本
文
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福

祉
法
施
行
令
」
に
改
め
、
同
号
中
⑾
か
ら
⒂
ま
で
を
削
り
、
⑽
を
⒂
と
し
、
⑼
を
⒁
と
し
、
⑻
を
⒀
と

し
、
⑺
を
⑿
と
し
、
同
号
⑹
中
「
第
三
十
七
条
第
二
項
で
準
用
す
る
第
八
条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
七

条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
⑹
を
同
号
⑾
と
し
、
同
号
⑸
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑹

第
三
十
一
条
の
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
期
間
の
延
長

⑺

第
三
十
一
条
の
七
で
準
用
す
る
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
交
付

⑻

第
三
十
一
条
の
七
で
準
用
す
る
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
修
学
資
金
の
交
付
の
停
止
及
び
減

額
⑼

第
三
十
一
条
の
七
で
準
用
す
る
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
の
停
止

⑽

第
三
十
一
条
の
七
で
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
償
還
金
の
支
払
の
猶
予

第
六
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

福
島
県
理
容
師
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
施
行
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
こ
と
。

⑴

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

⑵

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

第
六
条
第
七
号
中
⑺
を
⑻
と
し
、
⑹
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑺

第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

第
六
条
第
十
二
号
中
⑷
を
⑺
と
し
、
⑶
を
⑹
と
し
、
⑵
を
⑸
と
し
、
⑴
を
⑷
と
し
、
⑷
の
前
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

⑴

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

⑵

第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

⑶

第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

第
六
条
第
二
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
二

福
島
県
美
容
師
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
七
十
二
号
）
の
施
行
に
関
す

る
次
に
掲
げ
る
こ
と
。

⑴

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

⑵

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
行
政
経
営
課
）

福
島
県
規
則
第
六
十
八
号

福
島
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

施
行
細
則
（
平
成
二
十
年
福
島
県
規
則
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

福
島
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

第
一
条
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び

永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」

に
、
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律

」
を
「中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律

」
を
「中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

「

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

」
に
、

明
・
大
・
昭
・
平

年
月

「
を

に
改
め
る
。

日
生

年
月

日
生

」

」

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
様
式
の
改
正
規
定

（
「中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

」

を
「中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定

配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様

式
に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
規
則
第
六
十
九
号

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
福
島
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
第
一
の
表
１
の
項
⑺
中
「母

子
及
び
寡
婦
福
祉
法

」
を
「母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
法

」
に
、
「母

子
福
祉
施
設

」
を
「母

子
・
父
子
福
祉
施
設

」
に
改
め
、
同
表
３
の
項
中
「薬

事
法

」
を
「医

薬
品
医
療
機
器
等
の
品
質
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

」
に
、
「第

、
、

２
条
第

11項

」
を
「第

２
条
第

12項

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
の
第
一
の
表
３
の

項
の
改
正
規
定
は
、
薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
施

行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
）

福
島
県
規
則
第
七
十
号

福
島
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

福
島
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
福
島
県
規
則

第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
備
考
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
支
援
に
関
す
る

法
律
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
障
が
い
福
祉
課
）

福
島
県
規
則
第
七
十
一
号

福
島
県
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
福
島
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
支
援
に
関

す
る
法
律
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
薬

務

課
）
───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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訓

令

福
島
県
訓
令
第
十
四
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
５
の
表
自
立
支
援
総
室
の
部
児
童
家
庭
課
の
項
２
中
「母

子
及
び
寡
婦
福
祉
法

」
を
「母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法

」
に
改
め
、
同
項
２
の
⑵
中
「第

15条

」
を
「第

15条第
１
項

」
に

改
め
、
同
項
２
の
⑷
中
「第

32条第
４
項

」
を
「第

32条第
５
項

」
に
、
「第

15条

」
を
「第

15条第
１
項

」
に
改
め
、
同
項
２
の
⑷
を
同
項
２
の
⑹
と
し
、
同
項
２
の
⑶
中
「第

32条第
３
項

」
を
「第

32

条
第
４
項

」
に
改
め
、
同
項
２
の
⑶
を
同
項
２
の
⑸
と
し
、
同
項
２
の
⑵
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑶
第

31条
の
６
第
４
項
で
準
用
す
る
第

14

条
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け

○

⑷
第

31条の
６
第
５
項
で
準
用
す
る
第

15

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還

の
免
除

○

別
表
第
二
の
５
の
表
自
立
支
援
総
室
の
部
児
童
家
庭
課
の
項
３
中
「母

子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

」

を
「母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

」
に
改
め
、
同
項
３
の
⑵
中
「第
17条

」
を
「第

17

条
た
だ
し
書

」
に
改
め
、
同
項
３
の
⑸
を
削
り
、
同
項
３
の
⑷
を
同
項
３
の
⑹
と
し
、
同
項
３
の
⑶
を

同
項
３
の
⑸
と
し
、
同
項
３
の
⑵
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑶
第

31条の
７
で
準
用
す
る
第

13条の
規

定
に
よ
る
貸
付
け
の
停
止

○

⑷
第

31条の
７
で
準
用
す
る
第

17条た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
償
還
金
の
違

約
金
免
除

○

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
経
営
課
）


